
火山防災対策における
火山観測データの共有化について

気象庁
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火山活動の観測・監視・評価の結果に基づく噴火警報等の発表と平常時からの共同検討
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火山監視･情報センターにおいて火山活動を24時間体制で監視している火山（常時観測火山）

雌阿寒岳

大雪山

十勝岳

有珠山

北海道駒ヶ岳

樽前山
倶多楽

岩木山

岩手山

栗駒山

安達太良山

秋田駒ヶ岳

那須岳

日光白根山

富士山

箱根山

伊豆大島

伊豆東部火山群

新島

神津島
八丈島

白山

御嶽山

鶴見岳･伽藍岳
九重山

雲仙岳

霧島山

桜島

薩摩硫黄島

口永良部島

諏訪之瀬島

浅間山
磐梯山

吾妻山

阿蘇山

草津白根山

三宅島

伊豆・小笠原諸島

新潟焼山

焼岳

乗鞍岳

鳥海山

硫黄島
（新燃岳・御鉢）

アトサヌプリ

恵山

秋田焼山

蔵王山

青ヶ島

福岡管区気象台
火山監視・情報センター

気象庁地震火山部
火山監視・情報センター

仙台管区気象台
火山監視・情報センター

札幌管区気象台
火山監視・情報センター

八甲田山

十和田

弥陀ヶ原

南西諸島

: 常時観測火山 （47）
: その他の活火山 （63）
: 火山監視・情報センター （4）

⼋甲⽥⼭、⼗和⽥、弥陀ヶ原については
平成27年度中に常時観測⽕⼭に追加する予定。

活火山（110）
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２．火山観測体制の充実についての基本的な考え方
（２）火山監視・観測体制の充実

火山噴火予知連絡会の検討において、監視・観測体制の
充実等が必要な火山として位置づけられた火山について
は、気象庁による観測施設整備が進められているところで
あるが、関係機関と連携してさらに監視・観測体制の強化
を図り、より的確な噴火警報の発表に努める。

監視・観測体制の強化を効率的に行うため、観測データの
流通及びその共有を推進することにより、各機関の観測資
源をより有効に活用する。気象庁は、大学等研究機関の
観測施設の保守・維持等の効率化に協力することを含め、
大学等研究機関と連携して、監視体制の強化を図る。

平成22年度以降、火山観測データの流通・共有のため協定の締結が進
められ、順次、気象庁と大学等との火山観測データの共有化を図っている

火山観測体制等に関する検討会報告（平成２２年２月）

（例）大学との協定の形式 協定数

気象庁－大学－防災科学技術研究所 ７

気象庁－大学 ２（一元化協定を含む）

【大学から地震計のデータ等の提供を受けている火山】３１火山

雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、俱多楽、有珠山、北海道駒ヶ岳、岩木山、秋田焼山、
岩手山、秋田駒ヶ岳、鳥海山、蔵王山、吾妻山、安達太良山、磐梯山、浅間山、富
士山、伊豆東部火山群、伊豆大島、霧島山、草津白根山、乗鞍岳、御嶽山、白山、
阿蘇山、桜島、薩摩硫黄島、口永良部島、雲仙岳、薩摩硫黄島、口永良部島

気象庁と大学との火山観測データの共有～火山噴火予知連絡会検討会を受けて

火山名 設置機関 地震計 空振計 カメラ GNSS 傾斜計

伊豆大島

気象庁 5 4 2 3 3

大学等 15 4 4

合計 20 4 2 7 7

伊豆大島では、気象庁の観測点に加え、大学（東京大学地震研究所）、防災科
学技術研究所、国土地理院の観測点を利用し、稠密な監視観測体制を構築

このほか、防災科学技術研究所（地震計、傾斜計）、国土地理院（GNSS）、地
方整備局（カメラ映像、地震計等）、都道府県（地震計等）等と協定を締結し、
４７火山中、４６火山は他機関からデータの提供を受け、火山活動を監視。

例：伊豆大島

【気象庁が監視に用いている観測点】
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気象庁火山監視・情報センター

国土地理院、
防災科学技術研究所 等

大学

管区等気象台

火山専門家

地方整備局等

陸上自衛隊

警察

消防

都道府県

市町村

観光関係団体その他

火山防災協議会での防災対応検討に資する火山観測データの共有について

監視観測、調査研究の
ための火山観測データ
の共有・流通
（火山噴火予知連絡会）

火山噴火予知連絡会では、監視観測、調査研究のための火山観測データの共有・流通について検討し、順次を進めているとこ
ろ。一方、火山防災協議会での防災対応検討に資する火山観測データの共有・流通についての検討は必ずしも十分ではないのではないか

関係機関の連携による
火山活動等の監視・観測

機動観測

山岳関係者等からの情報収集

課 題

【一般向けの情報提供】

火山登山者向け情報提供ページ
（気象庁HP）

データ

観測データ

データ

観測データ

観測データ

気象庁の火山監視に利用している
火山観測データや現地からの情報
等の流れ（イメージ）

御嶽山噴火を踏まえた今後の火山防災対策の推進について（報告）p.19
内閣府に設置する「火山防災対策推進検討会議」において、監視と研究の目的でそれぞれ実施している火山観測について、相互の協力・補
完および観測データの共有化促進の方策を検討すべき

火山噴火予知連絡会火山情報の提
供に関する報告p.5
（５）気象庁ホームページの充実

火山情報を補完し、よりわかりやすく
するため、気象庁は毎日の火山性地
震の発生状況、地殻変動の状況等、
日々の火山活動の監視に活用してい
るデータを、データのままではなく一
般の人が見て活動状況がわかるよう
に解説を加えるなど工夫した情報とし
た上で、アクセスしやすい形で気象庁
ホームページに掲載する。
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